
関東地方縄紋時代後期の実年代
小 林 謙 一

●
●キーワード AMS法(acceleratormassspectrometry),'4C年代(radiocarbonage),

較正年代(calibratedage),縄紋土器(JomonPottery),
土器編年(pottery-typechronology)

加曽利Ｂ式期の実年代を，その分布の中心である関東

地方において，精徴に推定することを主上l的とする。
１ ° は じ め に

AMSを川いた炭素１４ｲﾄ代測定による,訂精度細年が

進展し，捲占学的な年代把握に新たな肢望が開けつつあ

る。第一には,'ll島規模，東アジア,１H:界規模での文化

史的・朧史的。|'|然環境史的な考古年代の再編成が目標

となるが，まずは考古学的な相対年代として蓄積幣備さ

れてきたｔ器稀年を，地域ごとに年代測定し，岐ＩＥ年代

によって災年代を検討していくことから始めるべきであ

る。その点,*II本縄紋Ⅱ＃代は，充分な測定数が兇込め

る上,t器編年ｲJI究がかなり整111iされているといえる。

これまで小林は，縄紋時代!|1期を対象に，炭素１４年代

測定をl:器編年に適応させる作業を行い，一定の成果を

|をげてきた（小林2004)｡縄紋!|'"1は，遺跡数，特に集

落が』|§'＃#に増加する時期であり，その年代研究は，考古

学的にも意義が人きかつた。同様に，縄紋時代後半期に
ついても，年代研究の必要性はI断い。例えば，晩期大洞

Ｉ渚型式ｋ器群は，編年的研究の蓄積も大きいが，列島規

模で広域に広がる土器であることから，年代的なキーと

なっていくものであることは疑いない。これらの火年代

を比定していくことは，極めて敢要な意味を持つである

2．測定資料と方法

繩紋時代後期に!淡当する食料について，科研費､|え成１

３･１４年度堆盤研究(A・l)(一般）「縄文時代・弥生

時代の高精度年代体系の椛築」（代表今村峯雄)，、Iz成

１６年度文部科学省・科学研究費補助金学術創成研究

｢弥生農耕の起源と東アジアー炭素年代測定による高精

度編年体系の構築」（研究代表西本豊弘）の一環と

して年代測定を行ってきた。２００５年１２月現在，主に小

林が束Ｕ本（静岡・ll皮串・福井県以東の本州島）の２０

遺跡から，称名寺式・中津式以降，後期安ｲｒ・十I陛内式

までの後期に属する３００試料以上を採取した。このうち，

試料採取から少なくとも試料の前処理まで小林が|%lノブし

た試料として,１７０例以上の年代測定結果を得ている。

これらのデータを中心に，ほかに近年のAMSによる

他機関の測定事例，特にlll本直人・小田寛貴（名｢l,.j至人

学）が測定・公表してきたデータを参照しつつ，関東地

方を中心とした縄紋時代後期の年代測定結果を検！汁する

こととしたい。山本直人らが測定した遺跡は石川県を中

心に，長野県・愛知県の試料が多い。小林が採取・測定

したデータは，岡lll・滋賀・福井・石川・愛知・静岡・

神奈川・来京・干蜷・群馬・茨城・新潟・柵島・瑞手・

青森・l1l形・秋、県に及ぶが，本柵で直接扱う対象は，

|則來地方(i'II奈川・東京・Ｔ葉・＃ﾄ,I!j・茨城県）に絞る

つｒ

今匝|は，まだまだ資料的にはｲﾐ十分であるが，これま

での研究成果の''１間的なまとめとして,|%1束地力の後期

の士器人別型式脈の年代を検討する。特に，廉消繩紋技

法として,ll本ﾀﾘ烏に広域に広がる特徴的な型式である
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定しおおよそ|可じ結果を得た例（西根遺跡）などがある

が，これらの結果については，本稿での談論と異なるた

め，複数il1ll定例については，妓初の測定絲果のみを採川

するなどして，今|'ilは実験的・P倣的な測定結果につい

ては扱わないこととする。

扱う測定結果の内訳は，上器1,1肴炭化物（表ｌの繩蹴

p)７８例，漆または樹脂６例（衣ｌのr ) ,種子ｌ例

(衣ｌのs),炭化材２１例（表ｌのc)である。

測定例のうち，｜叫一遺跡において，まとまった測定結

果を得たのは，束京部多摩ニュータウンNo.243遺跡（小

林ほか2004c ,堀之内ｌ式期) ,東京都ド宅部遺跡: ‘ ’

(後期から晩期），神奈川県稲荷山貝塚（小林ほか

2005a,MIIと内ｌ式101),千葉ﾘ141町根遺跡（小林ほか

2005b,II1!仰利Ｂ式期）がある。なお，今l'il扱わない|１１

束地方以外の事例としても，新潟ｌ,↓分谷地Ａ遺跡（小

林ほか2003b,南二｜稲葉式期),青森県風張遺跡（小

林ほか2004d,十腰内式期),秋IH県茨野遺跡（小林ほ

か2004e,加曽利Ｂ式期),福島県南倉沢・稲干場遺跡

(小林ほか2003a,十腰内式期）などで良好な測定結果

を得ている。

以上の測定試料は，それぞれの発掘調査蠅杵書におい

て，試料I'I体が年代測定に適しているかどうかや上器刷

式の比定などの検討については!;､ｆ述しているので，ここ

では結果のみを用いる。
イド代データの1℃BPという衣,爪は,IJLilff１９５０年をﾉIL

.'､'､(にして‘汁陳した1℃イド代（モデルイ１２代）であることを

小す(BPまたはyrBPと記すことも多いか，本稿では
!ICBPとする)｡１℃の半減期はl'il際的に5,568年を用い

て計算することになっている。１洪鑛は測定における統『;l･

誤差(l標準偏差,６８%信頼限界）である。

AMSでは，グラファイト炭素試料のMC/1℃比を加

速器により測定する。正確な年代を得るには，試料の|,１

位体効果を測定し補l[する必要がある。同時に加速器で

測定した!:℃/1℃比により，１℃/1℃比に対する同位体効

果を調べ鮒IIｉするOli℃/!℃比は，標準体（古/ｋ物

belemnite化イiの炭椴カルシウムの'℃/1℃比）偏差111'I

に対するT･分率6１;IC(パーミル,%0)で,Jくされ，この

ll１１iを25960に規格化して得られる'!C/1℃比によって#lli

IIﾐする。ドlli'lﾐした!!C/'℃比から91℃年代111'I(モデルイ|ミ

こととする。

測定方法，解析〃法は，今村峯雄・小林のこれまでの

〃法に唯する（ﾉﾃ村・小林・坂本・西本２００２他)。以トー

に概略を1池しておく。

国'l[lff史氏俗博物館にてliij処f'll11をｲ『った後，一部は

ベータアナリティック社，パレオラボ社に試料調轆を含

め委託，多くの測定は試料の岐終の調製まで国立歴史虻

俗博物館にて行いﾕ｣，炭素１４標準試料(NIST)ととも

に，加速器分析研究所，東京大学原子力研究総合センター

のタンデム加速器施,没で測定した。土器ﾊi!式での位iiiづ

けが可能な測定例として，関東地〃の縄紋後期に属する

１０８例(1()７試料）のAMS炭素年代測定結果を僻た

(表l)。うち西根辿跡の樹皮巻きの飾り!jの漆膜(２a)

と樹皮(２b)とを分けて測定し，ほぼ・致した糸,li果を

ｲ!#た例があるが,%lllMﾘlllf期でのｋ器』沙tでの位世づけが

不明のため，本稲での検討では除く。

関東地ﾉj後期の測定例のなかで，極端に異なったｲｌｉ代

(予想される士器ﾉ'ルtの年代と200～500(|ﾐ程度異なる）

を示す例か５例認められた。その内訳は,t器付着物4,

種子ｌ例で，土器付府物の場合は予想される年代よりも

古く,Wi･の場合は|ﾘlらかに新しい数値を小した｡"r-

は，井野長宵l1遺跡（小林ほか2004f)貝IIYilll土の略果顛

で，近lltの年代であり，上届よりの混入と思われる｡t

器付着物の異常11伽のうち，稲１ililll貝塚（松IHほか2002)

lll･-t例のKI109など３点は91℃に対する1℃の比であ

る６'℃111'i(炭素|11位体!:'C/1℃の標準からの1冊差）が-

20%0近くと火きく，海洋リザーバー効果の影響が考えら

れ（小林ほか2005a),海産物の煮炊きの111能性あるも

のを含むと推測される。同様に|『１-地点の他試料に比べ

て占い測定値である|)Li根遺跡のCMNlO７も,24060と

やや重い傾向である。海産物の場合，陸ﾉ'三植物等より数

百年古いｲ|皇代が測定されることが予想できる。よって，

これらの試料については除外した。

なお，これら以外にも，開火地方後期の蒋例で，ウイ

グルマッチ用に自然ﾉkの年輪を採取した例（真田北金II

道跡),IIYj位ごとに炭化物を多数測定した例（三輪野lll

遺跡）や，上器付ｲｷ物のアルカリ溶解物を測定した例

(西根遺跡)，同-lt器の内外{､l･ｲff物を測定した例（多際
ニュータウンNo.243辿跡),既に測定した1武料を別に川
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代）が得られる。

613C値については，東京大学測定分，加速器分析研

究所による６１℃値は，加速器による測定のため正確な

６１℃値といえないので表示しない。昭光通商に委託し

て安定|司位体比を質量分析計で測定したものについて表

に記す。ベータアナリティック社の測定した試料は，」３

ｃ用ガス試料を質量分析計により測定した‘;℃/'℃比の

値を示してある。

測定値を較正曲線IntCalO4(!℃年代を暦年代に修正

するためのデータベース,２００４年版)(Reimer"etal.

2004）と比較することによって実年代（暦年代）を推定

できる。両者に統計誤差があるため，統計数理的に扱う

方がより正確に年代を表現できる。すなわち，測定値と

較正曲線データベースとの一致の度合いを確率で示すこ

とにより，暦年代の推定値確率分布として表す。較正年

代プログラムは,OxCalProgramに準じた方法で今村

峯雄が作成したプログラムRHCALを用いている。統

計誤差は２標準偏差に相当する，９５％信頼限界で計算し

た。表ｌに，炭素1４年代は,１℃BP(1950年より),較

正年代はcalBC(紀元前）で記す。

図ｌは，測定試料の1℃年代，図２は較正年代を，土

器型式別に並べたものである。なお，図では，稲荷山貝

塚の堀之内ｌ式中段階や，西根遺跡の加曽利Bl式前半

段階など，｜則一時期で類似した測定値が多数存在する場

合は，数を減らして図示してある。

学的に評価される士器（石井2004)の付着物を測定し

た結果から，おおよそ前2300-2290年頃(calBC)に堀

之内ｌ式が成立すると考えている。

関東地方の堀之内式土器の年代測定では，松田光太郎

が調査し，堀之内ｌ～２式土器の層位的出土状況を整理

した上で[℃年代測定（山形2002）を行った神奈川県横

浜市稲荷山貝塚について，さらに松田の協力を得て層位

別に２０例以上の測定を行った。堀之内ｌ式から２式に

かけての層位毎に，出土炭化物の1℃年代測定を行った。

堀之内２式土器新段階が伴う可能性のある第２地点Ⅱｌ

オ層で3555=t35'｣CBP(炭化物No.５,PLD-694),堀之

内２式土器中段階の出土する第１地点Ⅱ①層で3490=t

351℃BP(炭化物No.1,PLD-690)同じ時期の第２地点

Ⅱ１ウ層（住居覆土の可能性がある）で3495±35''CBP

(炭化物No.４,PLD-693),堀之内２式古段階前半の土器

が出土する第２地点Ⅱ５ア層で3610±351℃BP(炭化物

N０６,PLD-695),堀之内ｌ式中段階前半の土器が出土

する第１地点Ⅱ⑦層で3745=t35!℃BP(炭化物No.２,

PLD-691),同じ時期の第１地点Ⅱ⑨層で3805±35'4C

BP(炭化物No.３,PLD-692),同じ時期の第１地点Ⅱ１４

エ層で3765士351℃BP(炭化物No.７,PLD-696),同じ

時期の第１地点Ⅱ1４オ層で3660±351℃BP(炭化物

No.８,PLD-697)という炭素年代が得られている。これ

らの松田による測定をさらに補足するために，表ｌに示

したKNMI-C１～C２１とした２０点の炭化物を測定した。

稲荷山貝塚での測定については，すでに結果を報告し

考察を行っているので，ここでは詳述しない（小林ほか

2005a)｡貝層出土炭化物について（図３),堆積順序が

古い順に並べて当該期の較正曲線にプロットして検討し

た結果をみておきたい（図５)｡

基本的に下位の層出土の炭化物は古く，上層の炭化物

は新しい。ただし,1地点９E,２地点１４層には，誤

差範囲以上に異なった年代の炭化物が含まれ，問題があ

ることがわかるol地点のなかでも６層と７．８層とは

前後関係が不明であるが，稲荷山貝塚の報告でのセクショ

ン図（松田ほか2002)を比較し,６層と７層が対比さ

れるものと解釈し，８層→６．７層とした。第２地点で

も１０．１１E,９･１５Ig,１４層について直接の前後関係

が認められないが，出土土器の段階等を勘案し,１３と

３．関東地方縄紋後期前葉の年代測定

縄紋時代中期の較正年代については２0０例以上の測定

データによって，細別時期別の暦年代を把握するに至っ

ている（小林2004b)。それによって，縄紋中期末と後

期初頭称名寺ｌ式の境は,2470calBCと捉えている。

後期初頭については，一遺跡でまとまった測定は得て

いないが，群馬県富士見村陣場遺跡の関沢類型（鈴木

2000)の土器，神奈川県三浦市油壺遺跡（小林ほか

2003e)や群馬県安'l!市道前久保遺跡（小林ほか2004a)

の称名寺ｌ式，東京都束村lll市下宅部遺跡の称名寺式土

器を測定し，縄紋中期加曽利E４式（小林2004b)に後

続する測定値を得ている。港北ニュータウン内遺跡群の

高山遺跡で称名寺式最終末から堀之内ｌ式最古期と型式

１７
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第１地点貝層堆積関係図
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Ⅱ４層

Va段階PLD6953610±３５１４C
｜Ⅱ６層

|n'0層lC2113720±35
1n''層｜
C203765±３５１４
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BPC１９３8３５±40'4CBP|里@E||nl４層|C173795±35'℃
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第２地点貝層堆積関係図

似'３冊１１1illill塚ｲﾄ代測定試料出土Ｍ位のｲ:l1対lf"1１(松|Ⅱほか２()0２ﾉjil")
Fig.３Compal-isolloIordel-asthela)-eroIshcll-moundandradiocarbandatingonthelnal-iyama-shellmidden

１５層がほぼ同-,９と１O層がほぼ|11-と見なしてliﾗﾀll

を付けた。

各層序の堆積IIMIfが止しく把握され，かつ堆械l1lfに近
い時期に伐採された木材の樹林の外側が炭化材となって

いれば，堆積Ⅲ序に合致して年代11111が測定されているは

ずである。実際にはそれぞれの仮定において年代雄があ

る試料が包含されている場合もあり得るし，樹枠の!'!心

近くの部位が辿ｲfし樹齢分,liい測定111'iが禅られるなど11i

水効果を考慮する必要もある。ただし,l地,1c1,(９IIYjのＣ

1３･C1４,２地点１４オ眉のPLD６９７は，他の炭化物に

比べlﾘlらかに新しく，混入の口I能|ｿ|皇を考え，除外する。

それ以外の炭化物は，おおよそ較｣lillll線に沿った位悩に

プロットできる。すなわち，各炭化物の順番か止しい

(一部の層位間ではl１iI接の斬り合い|兇l係がなく推測とな

るし，’11一層位内の川ｔ炭化物はほぼ|11時と見なさざる

をえないが，ここでは!|唆止曲線にあわせてプロットする）

と仮定すると，その'川の年代は不lりlではあるが，イ1ｉ'肺年

代とのウイク‘ルマッチンク,に準じたものとして,#II対序

j11によるウイグルマッチングと兇なすことができる。

以'２のような，炭化物試料のうち終合的な炭素年代の

1８

Ⅱ８層

Ⅱ９層

Ⅱ15層

Ⅱ16層



測定結果を較正曲線にマッチングした結果を，調査者の

松田による各層位の整理（松田ほか2002)と荷井寛に

よる編年（石井1992)を基準とした時期設定の対比に

従って，測定値を較正曲線に位置づけていく（図５)｡

前後の順番を守るならば，較正曲線上で最もよく適合す

る位置が定まってくる。例えば，最も多く測定している

稲荷lllⅡ段階にあたる試料について，居位ごとに測定値

を見ると，較正曲線の2200calBC頃の波行に沿って並

んだあとにだいたい右下がりに下がるような位置に並べ

ることができる。その後にくることが確実な稲荷山Ⅲ段

階の試料は，部分的にⅡ段階の後半の測定値よりも炭素

年代の上では古い試料が多く，おそらく2100calBC頃

に炭素１４濃度がいったん逆行するように波行している

部分に当たると推定できる。このように，前後の関係と
}IC年代を較正曲線のもっとも適した位置に置くことが

でき，その位置を実際の年代と仮定して，各段階に実年

代を当てはめると，次のように年代を仮設することがで

点１４･１３層は，その直後から2190calBC頃にかけて，

さらに上位に堆積するｌ地点７層・２地点１５層出土炭

化物は2180calBCより新しいと仮定できる。

多摩ニュータウンNo.243遺跡では，旧河道中に堀之内

ｌ式期の土器がまとまっており，土器付着物によって
１℃年代測定を行った。後期堀之内１式新期と思われる

これらの十器付着物は,2300-1910calBCの較正年代の

範囲に入っており，その中でも,TTN２４３-３は少し古

く2300-2110calBC頃に,TTN２４３-４．６．８．１０はやや

古く2240-2030calBC頃にもっとも集中し,TTN243-5･

９はやや新しく2140-1910calBC頃に，もっとも集中し

ている。６８は，両者の中間に当たる可能性があり，内

外面で両方の年代がでている。また，すべての測定値の

較正年代の最も高い確率分布の範囲に,2140-2110cal

BCは共通して含まれており，仮にすべての土器付着物

が同時に調理された煮炊きの食料残津であるならば，そ

の年代は2140-2110calBC頃である可能性が最も高い。

同時期の稲荷山貝塚出土士器付着物は，42001℃BP

と数百年古い年代であるが,613C値が21%0以下であ

り，明らかに海洋リザーバー効果の影響が考えられる。

秋田県茨野遺跡でも,AKT７７がやはり古く,6'3C値

が21%0と重く，海洋リザーバー効果の可能性が高い。

分谷地Ａ遺跡では，南三十稲場式古期が2340-2200cal

BC頃，新期が2230-1900calBC頃，堀之内２式系土器

がl980-l850calBCに含まれる可能性が高い。是川遺跡

などの十腰内式土器では，一部の土器はやや古い年代を

示すが，十腰内ｌ式が2030-1880calBC,十腰内２式が

l920-1730calBC,十腰内４式が1450-1250calBC,十腰

内５式またはそれ以降が1500-l320calBCの各年代の中

に含まれる可能性が高い。ここでは，４式と５式が逆転

しているが，較正曲線の波行によるもので，前者は前

1450年(calBC)に，後者は前１３２０年(calBC)に近

い可能’性があろう。

神奈川県稲荷山遺跡での事例や，千葉県流山市三輪野

山遺跡，多摩ニュータウンNo.243遺跡（小林ほか2004c),

小林・今村らが測定した分谷地Ａ遺跡の三十稲場式・

南三十稲場式土器付着炭化物の測定（小林ほか2003b)

などの成果を総合すると，後期称名寺式期は2470-

2300calBC,堀之内ｌ式は2290-2030calBC,堀之内２

÷ つ
さ な

稲荷山第１段階（堀之内Ｉ式占段階）前２４００年頃

(calBC)(炭化物の年代は称名寺式期）

稲荷山第Ⅱ段階（堀之内ｌ式中段階前半）前2240年

以降～2130年頃(calBC)

稲荷山第Ⅲ段階（堀之内ｌ式中段階後半）前

2130～2080年頃(calBC)

稲荷山第Ⅳ段階（堀之内ｌ式土器新段階)H12080年

頃以降２０３０年頃まで(calBC)

稲荷山第Va段階（堀之内２式土器占段階前半）前

２０３０年頃から１９７０年頃(calBC)までか

稲荷山第Ⅵ段階（堀之内２式土器中段階）前１９７０年

頃以降前１９２０年頃(calBC)までか

上の年代比定は，あくまで各層位に含まれる炭化物の

年代であり，直接的には各層位の堆積期間を反映してお

り，そのまま各層位が対比される土器細別時期の年代幅

とはいえない。しかしながら，特に第Ⅱ段階から第Ⅳ段

階は，連続的な堆積順序と整合的な関係が認められ，連

続的な年代推移があるのではないかと考えられる。特に

第Ⅱ段階については,1地点９層の新しい２点以外・２

地点1４エ(1)層の下位堆積層は2250～2230calBC頃に

較正曲線ともっともよく合致し,l地点８．６層と２地

1９



器面にひび削れなどの補修用に瀧られていた漆脱である。

CAINlO６および10７については、別々の測定機関で２

座測定した(CMNlO６rtおよびlO7rt)｡CMNlO６につ

いては，：雌化炭糸化燃焼時に分取したき雌化炭素を，

別機|H1で測定した。したがって，採取した炭化物および

前処f[|!は|I1-である｡CMNlO７については，外面から

採取した炭化物を処理したが，士器から見てやや占い年

代であったため,CMNlO７rtとして内lil iから採取した

炭化物を111処理し，再測定した。

加曽利Ｂ式は，関東地方縄紋時代後期後葉のla器型

式であり,j'IA色研膳され磨消縄紋による文様を配した小

測深鉢・浅鉢などの供献・飲食・貯蔵等の川途の精製t

器と，文様装飾の少ない人剛の煮炊川の#ll製|器とがあ

る｡l器については，内lil i{､1着お熊げ,II縁外lil i付ｲﾔの

吹きこぼれ,II11部外I(li付･着の煤，漆堆りﾄ,'i製|:器の漆l1k,

破掴ｔ器のﾄＩｉ修と思われる苫l1れ目に溌布された/li漆など，

ｔ器付宥炭素試料を採取した。また，加笥利Bl式期の

遺物集中箇所川tの漆塗り弓に，巻かれていた樺樹皮と，

砿られていた漆膜それぞれを測定し，一致した結果を得

た。

西根遺跡測定土器でもっとも古いCMN８は，暦年較

正確率分布の!|!心値が堀之内２式土器の1孫年代であるが，

確率的には低いものの，もっとも新しい勝年である

l830calBC頃と冴えれば，加曽利Bl式前半期の暦年

代としてありｲ(｝るｲ|§代に位置づけることができる。加曽

利Bl式後､|抑｣は,CMN2・1５･２１の胖年'皎正から

l780-1730calBCを含む可能性が火きく，加艸利B２式

前半は,CMNl7８などの暦年較正から1730calBCを含

むn l能 ' | ｿ | §が火きい。よって，加曽利Bl式後半は

l780calBC～l730calBC頃の年代，加曽利B２式前半

はl730calBC以降の年代と推定される。加曽利B２式

後半は,CMN３０７．４０２･４３７の暦年較正から1690cal

BC頃を含む年代である確率が高い。加曽利B３式は，

CMN４０1･４７３．５４４の暦年較正年代からl520calBC頃

の年代を含む碓卒が高い。もっとも新しいｲ|晶代をﾉJくした

CMN３９６．５４４は,1550calBC以降である確率がI訂いの

で，加牌利B３式は1550-1520calBCを含む年代であろ

う。以|2,I I1脚利Ｂ式上器群の継続期|Ｈ１は,1870-

l520calBCの約３５0年間であろう。

式は2030-l870calBC頃と考える。さらに細別型式での

年代把握もII1能である。称名寺２式は2300calBC頃ま

でには終ｒしており，次段階の恥|之内lJt , l i段階は

2290-2250calBC頃，堀之内ｌ式'|!段階は2240-2080cal

BC頃，珈之内ｌ式新段階は2080-2030calBC頃堀之

内２式,li段階は2030-l970calBC頃，堀之内２式中段階

は1970-1920calBC頃，堀之内２式新段階は1920-

1870calBC頃の実年代を含むと推定され，川1曽利Bl

式期は1870calBC頃以降であると推定できる。

4．千葉県西根遺跡の年代測定研究
一関東地方縄紋後期中葉の年代測定

千葉県印l)Lillj西根遺跡は，平成１１年から１２年にかけ

て千葉県文化l1ｲ．センターが調査し，繩紋後101川I紳利Ｂ

式期のｔ器・獣'剛|･などの遺物集1'1箇所７地,'､'､(が検出さ

れた。遺物集中箇所はそれぞれ数１０mほどの範１Mで，

おおむね時期ごとにまとまり，旧河道のｋ流から下流に

沿って，時期がトーっていく傾向がある｡lJFIIWrlili観察か

ら，遺物集!''箇所は，縄紋時代後期には川くりにあたる

と考えられる。この遺跡は，当時の川くりにおいて，多

量のｋ器を集積した場と想定される。

西根遺跡は，現在千葉県文化財センター1淵在した遺跡

である。依頼を受けて国立歴史民裕博物館で年代測定を

行い，一部の炭素量の少ない試料をのぞき，東京火学タ

ンデトロンノjl1速器施設で測定した。ｔ器ﾉ別式の認定や出

土位肘については，小林が整理したものであることを断っ

ておく（小林ほか2005b)。

試料については，表ｌにCMNとして1氾す｡lxl4には，

出土位置をプロットし，土器を土器ナンバーでlxIがする。

報告書に図示されている土器は，図４のｔ器ナンバーと

対照されたい。なお，同一箇所において出士した

CMN1７１は漆容器と思われる古代土師器内間1,1-着の生

漆で，表層よりの出土であり本槁では除外する。他は河

道近くからの多量の縄紋後期土器集!'!より川ｋした，縄

紋後期!''梁川曽利Ｂ式に伴う資料である。

このうち,CMN２･1５．３０７･７６２はｋ器付府漆であ

る。うち,CMN７６２は縄紋後期の漆容器に１，l･ｲrfしてい

た生漆である。CMN３６８は,|１|1部外liliのMMg１，１･府物で，

ススか総料か判然としなかったものである。他は，上器
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なお,CMN10７は，加曽利Bl式新期以降の文様構

成であるが．測定年代はやや｢'｢い。これについては，採

取し直して複数機関で測定を行ったが同一の年代であり，

少なくとも付着物の年代は疑いにくい｡６１;℃値も，こ

のCMN10７を含め,t器付着物については概ね24～

26%0に収まり，海洋リザーバー効果は考えにくい。liij処

叩後の炭素含有率も５0～60%ﾄI11度で安定しており，鉱

物に由来する炭素の汚染も考えにくい｡111能'|ｿkとしては，

出土位潰が旧河道中に当たる可能‘|ｿ|ｮがあり，Ｉﾖ辺に加牌

利Bl式期の遺物が多数包含されることからⅧ埋没後に

上器よりも占い時期の有機物が付着した111能性もあり得

る。

後期後葉以降は，小林は単発的な測定事例を重ねてい

るに過ぎないが、加曽利Ｂ式期については111本直人ら

による布川県御経塚遺跡出土例の測定(lll本2002)｣P,

佃島県鍛冶帷遺跡の加曽利Bl式期の火災化居での測定

例（株式会社I｣『環境研究所2002)などから1740-1400cal

BCごろ，後期安打式ｔ器群や火北地力l･ll腱内式ｋ器俳

の後半段階のｔ器の測定では,1400-1170calBCの鮫lli

年代が得られており，おおよそ幣合的である。

例えば，柵島県楢葉町鍛冶屋遺跡での加曽利Bl式期

の火災住居SIll7出ｔ炭化材の年代測定（試料番号No.l,

Beta-153116)では，炭索年代で3380士40'1CBPの測定

仙が得られている。これを本稿と|１1じ解析方法で暦年鮫

IEすると,1760-l760calBC(0.5%),1740-1590calBC

(82.1%),1590-1520calBC(12.4%)となる。小林によ

る來北地力｜･腰内式|器の測定では，福';↓県稲ｆ場遺跡

HIBBl(小林ほか2003a)は,II11部破片で地紋の条線紋

のみで詳細な時期はｲくIﾘlだが，癖付上器に伴う可能性か

あり,1420-l290calBCの年代が州当する111能性が高い。

冊島県南倉沢遺跡HNGS３(小林ほか2003a)は，後期

水葉瘤付第４段階以降と評価されるが，おこげ状の付着

物による!'C年代測定からの較正j僻年代は,l1免期に含ま

れる可能‘|ｿ|ﾐの高い1050-910calBCの年代に属する可能
'|’|§が強く，もっとも,liく考えると確率的には低いが，

ll20-l l lOcalBCに当たる可能'性もある｡t器の編年的

位i勝づけから舞えると後背の府ｲ'２に近い時期に使用され

ていたとぞえるのが幣介的である。

北陸地〃の御l経塚道跡出土後晩期-ｔ器の'!C年代測定

をｲｊったIII水直人・小ＩⅡ寛貴(111本・小|+12002)によ

２２



れば，北|唯地方後期末葉の八日市新保式ｔ器（試料番号

170KDl6)の付宕炭化物の炭素年代は3030±90'１CBP,

晩期lii蝶の御絲塚式器（試料番号･1７0KDO７)の付着炭

化物の炭素ｲ|§代は2950±120}1CBPであり,lll本は後期

と晩期の塊を紀ﾉ心前1000±100年頃としているが，御経

塚遺跡の測定11吋を，同じ解析方法で較正暦年すると，後

期末葉試料番号l７０KD1６の較正暦年は1440-1000cal

BC,晩期前葉試料番号1７０KDO７の較止暦年は1420-

890calBCでほぼ重なってしまう。同じくl11本・小田に

よる金沢'li藤江Ｃ遺跡の八日市新保式～御経塚式の土

器付着物の年代測定でも，八日市新保式と思われる報告

耆図N０.２が炭素年代で3236=t16'iCBP,報告割XINo.９６

が3287±151℃BP,八日市新保～御経塚式の粗製士器

(報告,i;IXINo.421)が3018ztl5!１CBPとなっている（小

出・ll14X2002a)c小林らの分析結果からは，晩期の始

まりはもう少しll｢い111能'|ｿtがあり,11l形県尚瀬ll1遺跡の

大洞Bl式土器の年代（小林2004c)と合わせて検討す

ると，後晩期の境はl270calBC頃にある川I能'|MIｉが高い。

も明らかに11I-い結果であるCMNlO７を除き，川ｌｚから

川下への位悩によって相対的IIm序を推定し，、itくること

とする。それに，火即(部下宅部遺跡など，多数の測定紬

果を得たﾘﾄ例から称名寺式期や堀之内２式を砿ねつつ，

測定値と鮫Ⅱをllll線とを重ねてその関係を検討･す̅る(IxI５)。

貝層の層位および廃棄箇所での位置の関係からは，その

時間的まとまりや前後の相対順序は推測できるものの，

その間の時間は既知ではない。例えば貝層の堆積にして

も，数ｕの差であることから数十年の断絶を持って堆積

することまで様々である。ここではそれぞれが数年程度

の差を持って､itんでいると仮定し，相対順序はⅢ』さない

ようにしたｋで，校正曲線上にのるかまたは|jij後で挟み

込む様に配慨していった。これは，縄紋時代'|!期の事例

においてもｋ器ﾉIルtのIII!序と，過去の人気'l!の'!C機皮

の変動の反映である!皎正曲線との|%l係を図,｣くし,t器ﾅ'iu

式の順序ごとに較正曲線の上に測定結果をほぼ矛riなく

プロットすることができることを示し，校正llll線がllﾐし

くかつ土器編ｲfがIEしいと考える以上，ある程度の範囲

に絞って土器ﾉ別式のまとまりの較正年代を絞り込んで推

測することができることを示した（小林2004b)｡ldl様

の手法を川いて，繩紋後期の諸型式の年代を惟疋するこ

とが可能である。

以上の結果をもとに，大別土器型式ごとのおおよその

暦年代を推定し，衣にまとめておく。縄紋1llf代'|１期と違

い，集藩内の遺惟砿複鮮を加味しておらず，またデータ

数も/f足している。現l1＃』IDI,(では，互いの時!Ull><分がｲf代

として把握できるものではなく,IIIMを持ってf'l!解するべ

きであるが，衣では，おおむね型式ごとの測定111Ii間の差

の中間値をとって区分した。よって，あくまで，仮説し

た年代である。結果的には，平均約100年の時間lil制で，

土器型式が投定されていると捉えられる｡さらに，測定

数が少ない後期安行を除き，細別型式毎の実年代の把握

も仮定できる｡(4２)｡

その結果，トー!拙のような年代観を得ることができた。

称名寺式期2470-2300calBC

堀之内ｌ式2290-2030calBC

堀之内２Jt2030-l870calBC

加曽利Bl式1870-l730calBC

加曽利B２式l730-1580calBC

5．関東地方縄紋時代後期の実年代推定

関東地方を'''心に，縄紋後期について'較正年代を検討

したが，特に堀之内式期から加曽利Ｂ式期においては，

稲荷ll｣貝塚における貝層の眉位的出土炭化物の年代測定

と，山根遺跡における集中箇所と型式学的変化が一致し

た資料での|免器1､j･府炭化物の測定が，考ll｢学的状況から

相対的なliij後|兇1係を提供した'２で炭素年代測定を行った

好事例となっている。すなわち，稲荷III貝塚では，堀之

内ｌ式期の-ｔ器ﾉ'ルヒの細別時期以上に層位的に|><切られ

ており，各層から出土した炭化材の相対11m序は，一部の

直接には重なりあわない眉の関係は不明なものの，一定

の順番として並べることができる。同様に,l)[i根遺跡で

は，河川に沿って廃棄された土器集中箇所が，時間的に

徐々に位缶が動いている事実から見て，おおよそ位置に

よって廃棄されたl1Ⅲ序を推測することが可能である。も

ちろん，廃棄のii１.位が大きなまとまり以外は/flﾘl樅であ

るし,１１I!没後の移動も含め，堀式学的なIIII1fと合致しな

い事例もあり，すべてが出-ｔした位慨で時|H1的lll'1序となっ

ているのではないか，ここでは同一の廃棄箇所の他の土

器と型式的にも合致しない上,!!C年代測定結果として
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表ｌ関東地方縄紋時代後期の! 'C年代測定(6 '℃値
Table lRadiocarbonagesofthcLate

’
1中前半

半
半

一別一別
中
中

１

１

堀之内
堀之内

1中前半
1中前半
1中前半

堀之内
堀之内
堀之内

1区９層イ
神奈川県横浜市稲荷山貝塚 層窄エＦＤ

４

１

４

Ｌ

Ｉ

，

区
区

２

２

KNMI
KNM|
KNMI
KNHS
KNHS

叩叩一叩一旧４

幸

稲荷山貝塚
稲荷山貝塚
真田・北金目遺跡
真田・北金目遺跡

神奈川県横浜市
神奈川県横浜市
神奈川県平塚市
神奈川県平塚市

1中前半
１
１
１
１
１

堀之内
堀之内
堀之内
堀之内
堀之内
堀之内

2区,１４層エ(1)
SX1004遺構真田・北金目遺跡

真田・北金目遺跡
稲荷山貝塚

MTC-04581
MTC-04580 SX1004遺構

1区６層(1)
1区６層ア(1)
調査区Ⅱ,河道1,7号水場遺構
SX1004遺構
SX1004遺構
SX1004遺構
調査区Ⅱ,河道１

神奈川県平塚市
神奈川県横浜市MTC-04325

MTC-04884
KNM|
KNMI

ロ配 神奈川県横浜市 稲荷山貝塚
下宅部遺跡東京都東村山市

神奈川県平塚市
神奈川県平塚市
神奈川県平塚市
東京都東村山市

MTC-0６２1６
PLD-４91３
PLD-４９1４
PLD-4915
MTC-06217
MTC-06717
MTC-04320
MTC-04323

TTHS
KNHS
KNHS
KNHS
TTHS

３｜鮨一枢一個Ｍ
堀之内
堀之内
堀之内

真田・北金目遺跡
真田・北金目遺跡
真田・北金目遺跡
下宅部遺跡

１

１

-

１

堀 之 内 ２
東京都東村山市下宅部遺跡
神奈川県横浜市稲荷山貝塚

堀之内１？調査区Ⅲ,河道１
２区,１１ウ層

３４
C２0

TTHS
KNMI 1中後半

1中後半
1中後半
1中後半

堀之内
堀之内
堀之内
堀之内

神奈川県横浜市
神奈川県横浜市
神奈川県横浜市
神奈川県横浜市
東京都町田市
東京都町田市
東京都町田市

稲荷山貝塚
稲荷山貝塚
稲荷山貝塚
稲荷山貝塚

1区,４エ層(2)KNMI
KNM|
KNMI
KNM|
TTN２４３
TTN２４３
TTN２４３

“｜唖一“四
下

側
層

ア
②
㈹

礪賑罎内内内内内

区区区瀝禧禧走禧

イ
ー
０
串
■
Ⅱ
日
勾
１
口
や
む
〃
″
①
。
〃
ｆ
や
。
ゲ
イ
や
町
〃
が
令
屯
〃
邪

MTC-04883
MTC-04324
MTC-04885
1AAA-３10９３
１AAA-３10９４
１AAA-３10９５
IAAA-３10９６
１AAA-３10９７
１AAA-３10９９
Beta-173514
MTC-04882
MTC-04321
MTC-04599
IAAA-３10９８
PLD-４９1２
IAAA-４11２７
Beta-２11２２９

堀之内
堀之内
堀之内
堀之内
堀之内
堀之内
堀之内
堀之内
堀之内
堀之内
堀之内

半
半
半
半
半
半
半
半

後
後
後
後
後
後
後
後

中
中
中
中
中
中
中
中
新
新
新

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

’多摩ニュータウンNo.243遺跡
多摩ニュータウンNo.243遺跡
多摩ニュータウンNo.243遺跡
多摩ニュータウンNo.243遺跡
多摩ニュータウンNo.243遺跡

３

４

５

東京都町田市
東京都町田市

TTN243 ６

８TTN243
東京都町田市
東京都町田市
神奈川県横浜市
神奈川県横浜市

多摩ニュータウンNo.243遺跡
多摩ニュータウンNo.243遺跡
稲荷山貝塚
稲荷山貝塚
下宅部遺跡
多摩ニュータウンNo.243遺跡

TTN２４３
TTN２４３
KNM|
KNMI

Ⅲ一睡α函
河道内
河道内
2区,９ア層
2区,１０層
調査区I,河道１東京都東村山市

東京都町田市
TTHSNG２２
TTN２４３９ 河道内

SX1004遺構
堀之内１新

神奈川県平塚市
神奈川県綾瀬市

真田・北金目遺跡
卜＋棚南遺跡

KNHS
KAK

堀之内１-２５｜Ⅲ 住居跡炉
調査区n,河道１

堀之内
堀之内

２

２東京都東村山市
神奈川県綾瀬市

下宅部遺跡
卜十棚南遺跡

T T H S １ ８
K A K ８IAAA-３110６

MTC-0３３0８
5次,３住居跡４掘立 堀之内２新

加曽利B１前半千葉県印西市
千葉県印西市

西根遺跡
西根遺跡
西根遺跡
西根遺跡
卜＋棚南遺跡
卜十棚南遺跡

第１集中地点CMN
CMN

８価MTC-03514
MTC-03516

第２集中地点
第１集中地点
第１集中地点
5次,４住居跡,165ビット
5次,４住居跡
第２集中地点

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

禾

禾

禾

禾

禾

禾

苗日苗自色白苗日苗日芭日

日

日

日

Ⅱ

日

日

刀

力

刀

力

力

刀

罷罷解瞬瞬１

千葉県印西市
干葉県印西市
神奈川県綾瀬市

MTC-03516
MTC-03780
1AAA-30462
1AAA-30463
MTC-03312
MTC-03600
MTC-03307
MTC-03309
MTC-03310
Beta-184563

CMN１２７

州一畔畔州一州柚州

叩一価唖的豆２両

ｒｅ

神奈川県綾瀬市
千葉県印西市
千葉県印西市
千葉県印西市

西根遺跡
西根遺跡
西根遺跡

第２集中地点
第１集中地点

加曽利Ｂ１
加曽利B１後半

千葉県印西市
千葉県印西市

西根遺跡
西根遺跡

加曽利B１後半第１集中地点
２１

1０７ｒｔ
第１集中地点
第２集中地点

加曽利B１後半
加曽利B１後半

Ｎ

Ｎ

Ｍ
Ｍ

Ｃ
Ｃ 千葉県印西市｜西根遺跡

IAAA-３110７
MTC-0３５９８
MTC-0３６0１
MTC-06219
MTC-06220
MTC-03311
MTC-03602

神奈川県綾瀬市上土棚南遺跡
千葉県印西市西根遺跡

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ｊ

ｌ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

禾

禾

禾

禾

禾

禾

禾

蛍自営日堂自堂自竺自酋自堂日

日

日

日

日

日

日

日

力

力

力

力

力

力

力

5次,包含層
第１集中地点
第３集中地点
調査区Ⅵ,河道１
調査区Ⅱ，河道１
第１集中地点
第３集中地点

1後半
1後半～２
１後半～２
１
１
２
２

KAK
CMN
CMN
TTHS
TTHS
CMN
CMN

旧５｜噸一鰯一配帥加

千葉県印西市
東京都東村山市
東京都東村山市
千葉県印西市
千葉県印西市

西根遺跡
下宅部遺跡
下宅部遺跡
西根遺跡
西根遺跡

種類ｐ土器,s種子,r漆,ｃ炭化材

２４

測定機関番号
Beta-171776
Bｅｔａ-１６５９６０１ＧＨ１１
lＡＡＡ-１１６３５１ＧＮＡ２２
lＭＴＣ-Ｏ６２２１１ＴＴＨＳ３１
Beta-193771
llAAA-30034
MTC-O4322
MTC-O4881
MTC-O4317

試料番号
Ｋ Ｍ Ａ ８ ０

ＴＴＨＳ３０
K Ｙ Ｋ Ｎ １
KＮＭｌＣ３|神奈川県横浜市｜稲荷山貝塚
KＮＭｌＣ１|神奈川県横浜市稲荷山貝塚
ＫＮＭｌＣ１０１神奈川県横浜市稲荷山貝塚KＮＭｌＣ1０ 神奈川県横浜市

所在地
神奈川県＝浦市
群馬県富士見村
群馬県安中市
東京都東村山市｜下宅部遺跡
東京都東村山市｜下宅部遺跡
神奈川県横浜市高山遺跡

遺跡名
油壺遺跡
陣馬遺跡
道前久保遺跡

出十反
Ｈ10住居跡
包含層
2 3 土 坑 ｜ 称 名 寺 １
調査区Ⅲ,河道１
調査区Ⅱ,河道１
28住居跡埋甕
2区,１８層
2区,１３(2)層
1区,７層(2)

型式
称 名 寺 １
称 名 寺 １

称 名 寺 ２
称 名 寺 ２
堀之内１古
堀 之 内 １ 古
堀之内１中前半
堀之内

KＮＭｌＣ1１ 神奈川県横浜市
神奈川県横浜市
神奈川県横浜市
神奈川県横浜市｜稲荷山貝塚

稲荷山貝塚



は安定同位体比を質量分析計で測定したもの）⑪
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表ｌ間来地方繩紋時代後期の!!C年代測定(61℃値
Table lRadiocarbonagesoftheLate

出十反遺跡名試 料 番 号 所 在 地
C M N ２ １ ０ 千 葉 県 印 西 市
C M N ２ ５ ２ 千 葉 県 印 西 市
C M N ２ ５ ３ 千 葉 県 印 西 市
CM N３ 0９ a d 千葉県印西市

測定機関番号
MTC-03603
MTC-03314
MTC-03315
Beta-1９５７３６

第３集中地点
第３集中地点
第３集中地点
第４集中地点
第４集中地点
試掘坑
第3集中地点
第４集中地点

西根遺跡
西根遺跡
西根遺跡
西根遺跡
西根遺跡
西根遺跡
西根遺跡
西根遺跡

｜千葉県印西市
千葉県印西市
千葉県印西市
千葉県印西市
干葉県印西市
千葉県印西市
千葉県印西市
千葉県印西市
千葉県印西市
茨城県土浦市
東京都東村山市
東京都東村山市
干葉県印西市
干葉県印西市
｜千葉県印西市

知一邪MTC-03317CMN
Beta-195735CMNBeta-195735
MTC-03313MTC-03313
MTC-03322

CMN
CMN

祀繩
西根遺跡
西根遺跡
西根遺跡
西根遺跡
西根遺跡
小松貝塚
下宅部遺跡
下宅部遺跡
西根遺跡

艸畑一副一班一種翠一型別

CMN
CMN
CMN
CMN
CMN
|BT
TTHS
TTHS

Ｎ

Ｎ
Ｍ
Ｍ

Ｃ
Ｃ

餌知 西根遺跡
西根遺跡
西根遺跡
西根遺跡
西根遺跡

C M N ３ ６ ４
第４集中地点
第４集中地点

千葉県印西市
千葉県印西市

MTC-03320 CMN 皿卿MTC-03321 CMN
MTC -050８３CMN４８７ad千葉県印西市 第４集中地点

第５集中地点
第５集中地点
第４集中地点

千葉県印西市
千葉県印西市
千葉県印西市

西根遺跡
西根遺跡
西根遺跡

MTC-03605
MTC-03607

CMN
CMN

３
’
８

卵一印
MTC - 03318CMN３９７

東京都東村山市
千葉県印西市
千葉県印西市
千葉県印西市
千葉県印西市
千葉県印西市
千葉県印西市

下宅部遺跡
西根遺跡
西根遺跡
西根遺跡
西根遺跡
西根遺跡
西根遺跡

調査区Ⅲ,河道１
第５集中地点

MTC-0６２２２
MTC-0３５1７
MTC-03518
MTC-03319
MTC-03324
MTC-03519
MTC-03325
MTC04600
PLD-4633
MTC-06223
MTC-04305
MTC-04306
MTC-04601

TTHS
CMN
CMN
CMN
CMN
CMN
CMN
TTHS
TTHS
TTHS
CBM
CBM
TTHS
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下宅部遺跡
下宅部遺跡 調査区Ⅲ,河道１

調査区Ⅲ,河道１
３

３

Ｂ

Ｂ

利
利

堂日堂日
加
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調査区V,河道１
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曽
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MTC-04603TTHS
M T C - 0 4 6 0 2 T T H S５３1東京都東村山市下宅部遺跡 ’

種類ｐ土器,s種子,r漆,ｃ炭化材
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も幣介的な時間的再椛成が望めるものと思われる。まず

は，関東・東北地方の縄紋上器編年のﾉILIlilllとなっている

土器群の年代的位置づけを，古い順から隙間なく連続的

に把握することが重要と考える。例えば，特定の時期だ

けを取り|話げようとしても，その年代的位置づけは，あ

る程度の確率の年代|旧のなかで揺れ動いてしまうことも

あり得る。文化史的にも，歴史的再構成の原則として考

えるならば，横の関係他地域との平行関係も重要であ

るが,I1111寺に縦の関係について，縄紋時代を通して,!IC

年代測定とそれに雄づく岐正年代によって，連続的にｲ1ミ

代を砿み'毛げていく必要があろう。

この分析は, I I本学術振興会科学研究曲平成１４･

１５年度』ｉｆ雌研究(A・l)(一般）「縄文時代・弥生時

代の高精度年代体系の構築」（課題番号13308009,研究

川'抑利B３式1580-l520calBC
1簡容式1520-1450calBC

後期安行式1450-1270calBC

加牌利Ｂ式土器群の継続期間は,1870-l520calBCの

約３５０年間である。加曽利Ｂ式期に特徴的な磨消縄紋

技法は，束日本を中心に短期間に広がったことが推定で

きる。

今後も，東日本の縄紋士器の年代測定について，測定

例を期やし，実年代を比定していきたい。後晩期につい

ては,t器付着炭化物・漆・遣描共作出土炭化物試料も

多数確保できると予想され，考Ili'､jf:的なチェック，例え

ば此1,卜|%l係の把握や，試料や処王II!方法のチェック（小林

2004a),または低ﾊII地などでの出tに伴う汚染などの

危険'|ｿ|ﾐを，十分に注,意して除いていけば,''C年代的に

2７



解させ除去した（２～３回)｡AAA処理として,８0

℃，各１時間で，希塩酸溶液(IN-HCl )で岩石な

どに含まれる炭雌カルシウム等を除去（２回）し，

さらにアルカリ溶液(0. lN-NaOH)でフミン酸等

を除去する。３回以上行い，ほとんど着色がなくなっ

たことを確認した。さらに酸処理(240分以上）を

行いIIT和後，純水により洗浄した(４n)｡土器付

着物については，前処理後に量が少なく炭素量ｲﾐ足

が予想されるものや，顕微鏡観察でミネラルの混入

が多いものは，試料調製は保留した。

炭化材・漆については，自動処理器を用いて

AAA処理を行った。８０℃，各１時間で，希塩酸溶

液(1K-HCl )２回，アルカリ溶液(1N-NaOH)５

回，酸処理（240分21n1),純水洗浄５回の設定で

ある。

２）国立歴史民俗博物館の年代測定資料実験室において，

以下の作業を行った。二酸化炭素化と精製の作業と

して，酸化銅により試料を燃焼（二酸化炭素化)，

真空ラインを用いて不純物を除去した。AAA処理
の済んだ乾燥試料を,500mgの酸化銅とともに石

英ガラス管に投じ，真空に引いてガスバーナーで封

じ切った。このガラス管を電気炉で850℃で３時間

加熱して試料を完全に燃焼させた。得られた二酸化

炭素には水などの不純物が混在しているので，ガラ

ス製真窄ラインを用いてこれを分離・精製した。

その後にグラファイト化として，鉄触媒のもとで

水素還元しグラファイト炭素に転換し，アルミ製カ

ソードに充填した｡1.5mgのグラファイトに相当す

る二酸化炭素を分取し，水素ガスとともに石英ガラ

ス管に封じた。これを電気炉で650｡Cで１２時間加

熱してグラファイトを得た。管にはあらかじめ触媒

となる鉄粉が投じてあり，グラファイトはこの鉄粉

の周囲に析出する。グラファイトは鉄粉とよく混合

した後，穴径lmmのアルミニウム製カソードに

600Nの圧力で充填した。

３）下宅部遺跡の年代測定紡果については，現在印刷中

の発掘調査報告書に掲載される予定である。

国立歴史民俗博物館年代測定研究グループ・工藤

雄一郎２００６「東京都東村山市下宅部遺跡出土土器

代表今村峯雄）および平成１６年度文部科学省・科学研

究費補助金学術創成研究「弥生農耕の起源と束アジアー

炭素年代測定による高精度編年体系の樵築一」（研究代

表西木蝉:弘）の成果を川いる。

本稿を草するに帯たり，今村峯雄・坂本稔・西本豐弘・

春成秀爾。永'|鳴正春（国立歴史民俗博物館)，山本直人

(名古屋大学）の各氏には，多くのご教示を得ている。

記して謝意を表します。西根遺跡出土試料の前処理につ

いては，野田稔，舛田奈緒子，下宅部遺跡出土試料につ

いては，］藤雄一郎，稲荷山遺跡出土試料その他の試料

の前処理・試料調製では，新免歳靖，村本周二，尾嵜人

真，坂本稔各氏の協力を得た。また，測定においては，

東京大学松lll奇浩之氏の協力を得た。測定結果の較正年代

については，今村峯雄氏の教>Jくを得た。試料については

多くの関係機関お呼び担当者の協力を得ているが，特に

西根遺跡・道免き谷津遺跡については千葉県文化財セン

ター，小林信一，入内千年，稲荷山貝塚については神奈

川県埋蔵文化財センター，松川光太郎，多摩ニュータウ
ン内遺跡については東京都埋蔵文化財センター，山本孝

司，下宅部遺跡については下宅部遺跡調査団，工藤雄一

郎，東村山市教育委員会，千葉敏朗，高山遺跡について

は横浜市教育委員会，石井寛陣場遺跡については富上

見村教育委員会，福田員之，三輪野山遺跡については流

山市教育委員会，小栗信一郎小川勝和，井野長割遺跡

については印旛郡市埋蔵文化財センター，小倉fll",|2

士棚南遺跡については綾瀬ilj教育委員会，小滝勉，油i僧

遺跡については三浦市教育委員会，須田英一，道前久保

遺跡については安中II丁教育委員会，大１２腺豊，真田北金

目遺跡については平塚市教育委員会，上原正人，若林勝

司，小松貝塚について土浦市教育委員会，関|｣満，分谷

地Ａ遺跡については旧黒川村教育委員会（現胎内市教

育委員会)，伊東崇の各氏に多大な協力を得ました。以

上記して謝意を表します。

註

l)試料については，前処理として，前処蝿：酸・アル

カリ・雌による化学洗浄(AAA処理）を行った。

AAA処理は，上器付着物については，アセトン

で洗浄し，油分なと汚染の口I能性のある不純物を溶

２８



付肴物及び'器付着漆の1℃年代測定」下宅部遺跡 調杏、編「下宅部遺跡Ｉ』下宅部遺跡調査会（予定）
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（代表今村峯雄）

今村峯雄・小林謙一・西本豐弘・坂本稔２００２｢AMS｣℃年代を利川した東日本縄文前期～後期士器・

集落の研究」「日本文化財科学会第１９回大会研究発表要旨集」pp.100-lOlH本文化財科学会

入村裕１９９４「｢縄紋」と「縄文」111内情男はなぜ「縄紋」にこだわったのか？」「考古学研究」第４１

t２pp.102-l lO考古学研究会

人塚速朗１９８６「安行Ｉ式士器型式樅造諭基礎考」「東京大学文学祁考lli学研究案紀要」５pp.1-40"j(

入学文学部考占学研究素

人内T-{|:１９９４「上高津貝塚Ａ地,1,1,(」慶応義塾大学文学部民族学・考1I1学"|究室小報９pp.1-328図版４６

慶応幾塾大学民族学・考古学研究室

小栗偏一郎・小川勝和・宮川博司・村本周三２００６「千葉県三輪野lll貝塚の調査」「千葉縄文研究』l

pp.185-192千葉縄文研究会

小田寛貴・l11本直人２００１「縄文土器のAMS!℃年代と較正年代」「考古学と自然科学」４２pp・1-13日本

文化財科学会

小II1寛i1i・山本直人2002a｢+x器付着炭化物の加速器質量分析法による'℃年代測定」「金沢市藤江Ｃ遺

跡」Ⅳ。Ｖ第１分冊金沢西部地区士地区画整理事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書1２pp.118-

１１９Ii川県埋蔵文化財センター

小III克貴・l11本直人2002b「愛知県安城市蜘II内貝塚の1℃年代測定」「名II『屋人学加速器質量分析計業絃

報ilf1I;｣(Xm)pp.158-161名,li膣入学年代測定総合研究センター

小、寛貰・Ｉ||本直人２００３「御経塚遺跡の''1然科学的分析（二）土器1,j着炭化物の放射性炭素年代」「野々

IIj町史」資料編ｌ考占占代・Ililltpp.103-ll4石川県野々市町
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加納実２００２「南関束における堀之内式}器の様相」「第１５回縄文セミナー後期前半の再検討』pp.1-68

縄文セミナーの会

株式会社,li環境研究所２００２「付輩６;M,';I)ﾘ!↓榊葉lll｣殿治屋1II1遺跡における放射'|fi炭素年代測定」「鍛冶屋

遺跡（３次洲介)」禍島県文化11ｲ･調査服皆詳第３８７集常磐自動111道遺跡凋査報告２８pp.1.285編島

県教育委員会・文化振興事業|寸１．Ｈ本道路公団

キーリ.C.T・・武藤康弘１９８２｢４年代縄文時代の年代」「縄文文化の研究」第１巻縄文人とその環境

pp.246-278雄山閣

小林謙一2004a「試料採取と前処理」「季刊考古学』８８pp､50-55雄山閣出版

小林謙一2004b「縄紋社会研究の新視点炭素１４年代測定の利用」六一耆房

小林謙-2004c「束日本」「弥生時代の実年代』春成秀鯛・今村峯雄編pp.34-50学堆社

小林謙一・今村峯雄・坂本稔2003a「福島県南倉沢・稲f場遺跡出土試料の炭素年代測定」「福島県文化

財調査報告書第４0９集」pp.135-144福島県文化振興事業I孔

小林謙一・今村峯雄・坂本稔2003b「分谷地Ａ遺跡出土試料の炭素年代測定」「分谷地Ａ遺跡』Ⅱトー

段(V区）細一縄文時代漆製砧一新潟県北洲”郡黒川村埋蔵文化財調査報告書第８集pp.199-213

黒川村教育委員会

小林謙一・今村峯雄・坂本稔・西本盟弘2003c｢AMS炭素年代による縄紋中期土器・集蒋の継続時間

の検討」「日本文化財科学会第２０１口l大会研究発表要旨集」pp.90-91u本文化財科学会

小林謙一・今村峯雄・坂本稔・西本豐弘2003d｢AMS!℃年代による縄紋土器型式の変化の時間'l１月」

「日本考古学協会第６９１EI総会研究発表要旨」pp.29-32H本考占学協会

小林謙一・今村峯雄2003e「油壺遺跡出土土器の炭素年代測定」「油壺遺跡」三浦市埋蔵文化財調査報告

言第１l*pp.157-160三浦市教育委員会

小林謙一・今村峯雄・坂本稔2004a「群馬県安中市向原遺跡出土試料のLIC年代測定」「火神林遺跡・

砂押Ⅲ遺跡・大道南Ⅱ遺跡・向原Ⅱ遺跡』pp.417-421安中市教育委員会

小林謙一・今村峯雄・坂本稔・西本豐弘・松崎沽之2004b｢AMS!℃年代測定による関東地方縄紋時代

後期の暦年較正年代」「ll本誉ilr'γ協会第７０m総会研究発表要旨」pp.69-721｣本考占学|協会

小林謙一・今村峯雄・坂本稔・陳建立2004c「多摩ニュータウン内２４３遺跡出-t-ｋ器付着物の'℃年

代測定」「多摩ニュータウン遺跡２４３．２４４遺跡」東京都埋蔵文化財センター調査報告第１５５集pp.l-

１２束京都埋蔵文化財センター

小林謙一・今村峯雄・永ll鳴正春・西本豐弘・坂本稔・陳建立2004d「Ⅷ自然科学分析八戸市是川遺

跡・風張遺跡出土試料の!'C年代測定」「八戸遺跡調査会埋蔵文化財調査報告書第５集是川中居遺

跡中居地区Ｇ・Ｌ。Ｍ」八戸市埋蔵文化財調査報告耆第１０２集pp.136-147八戸遺跡調査会

小林謙一・坂本稔・今村峯雄・松|崎浩之2004e「茨野遺跡出土土器付着炭化物の1℃年代測定」神岡町

文化財調査報告書茨野(ばらの)遺跡下夕野（したの)地区県営担い手育成某礁轄備事業にかかる埋

蔵文化財報告耆pp.186-190秋田県神岡町教育委員会

小林謙一・今村峯雄・坂本稔・陳建立2004[「井野展割遺跡出上炭化材の1℃年代測定」「千葉県佐倉

IIj井野反割遺跡（第５次)｣pp.17-19佐倉!|j

小林謙一・坂本稔・松l11断浩之2005a「稲荷llll!塚lllt試料の!!C(|§代測定一層位的l11土状況の分析と海

洋リザーバー効果の検討のために」「縄文時代」1６pp.209-228縄文時代文化研究会

小林謙一・坂本稔・尾嵜大真・新免歳靖・西本豊弘・長嶋正春・松崎浩之2005b「干葉県印西市西根遺
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跡出士試料の1℃年代測定」「印西市西根遺跡」干葉県文化財センター調査報告第５００集pp.304-321

干葉県文化財センター

没楽博LL1９９4「清水天王lllztl器の成l卿[」「縄紋晩期前葉一中葉の広域編ｲf」平成４年度科学研究費補助

（総合A)研究成果発掘調査#|i告『吟(!深題番号04301049)pp.25-35北海道入学文学部附属北方文化

イリ|究施設

砧田高志２００２「新潟県における縄文後期前葉期の土器群柏崎市十三本塚北遺跡を中心にして-」「第

１５回縄文セミナー後期前半の再検討』pp.173-202縄文セミナーの会

縄文時代文化研究会１９９９「縄文時代』１０縄文時代文化研究の１００年縄文時代文化研究会第１分冊～第

５分冊pp.l-346pp.1-289pp.l-318pp.1-337pp.1-273

鈴木徳雄１９９９「関東地方後期（堀之内式)」「縄文時代」10pp.324-331縄文時代文化研究会

鈴木徳雄２０００「称名寺式終末期と装飾格の変化所謂「Ｉ文様帯」の形成と堀之内ｌ式」「群馬県考lll.

学手帖」lOpp.1-14群馬土器観公

鈴木徳雄２００２「北関東における堀之内式の様相一地域的様相と“頬ﾉ『!"の椛成一」「第１５回縄文セミナー

後期lil半の再検討」pp.337-390繩文セミナーの会

川1'1緋作１９９９「縄文時代文化研究の１００年|宝器型式編年研究中祁地方後期（三十稲場式・南三|-稲

場式)」「縄文時代』lOpp.67-76縄文時代文化研究会

中村俊夫１９９９「放射性炭素法」「考古学のための年代測定学入門」長友恒人編pp.２-３６古今耆院

中村俊犬２００２「高精度１℃年代測定と1℃年代の暦年代較正」「第ll':II高精度'℃年代測定研究委員会公開

シンポジウムプログラム」pp.2-7第四紀学会高精度１℃年代測定研究委員会

松HI光太郎・大塚健一・中村賢太郎２００２「稲荷山貝塚』かながわ考古学財|J1調査報告1３1pp1-388図

版３0かながわ考古学財、

村田竜人２０００「安行式十器装飾構成の素描装飾論理把握のための予備的作業」「佐藤広史君追悼論文

集一所懸命」pp・169-l80佐藤広史召を偲ぶ会

|'i瀬長秀１９９９「中ノ沢式士器の再検1計」「長野県考古学会誌」８９pp.21-47長野県考古学会

|'i瀬瞳秀２００１「清水天王山式の終馬とl,１辺」「長野県考古学会誌』９５pp.20-44長野県考占学会

||||ﾉWi'iﾘjl９３７「縄紋土器淋!式の細別と人別」『先史考古学』第１ISlpp.29-32先史考古学会

l1｣内ﾊ'iﾘJ･久永春男･澄田正-１９５２「占胡貝塚」文化財保護委員会細pp.1-192図版５２文化財保護委員会

山形秀樹２００２「第３節放射ﾙﾄ|炭素年代測定」『稲荷山貝塚』かながわ考｢I1学財|寸1調査報告1３1pp.409-410

かながわ考古学財団

|h本頂人l999a「放射性炭素年代測定法による縄文時代の研究」「名,li瞳入学文学部研究論集１３４．史学

４５｣pp.37-54名古屋大学

111本直人1999b「考古資料への適応縄文時代の炭化堅果類出士士坑の年代決定」「いま，歴史資料を

考える名古屋大学文学部創設５０周年記念公開シンポジウム報告集」pp.91-98名古屋大学

山本直人1999c「関連科学研究放射'lyl昌炭業年代測定法」「縄文時代」lOpp.302-307縄文時代文化研究会

II1本血人２００２「加速器質量分析放射'|'|を炭奈年代測定法による縄文時代集藩の存続期間に関する研究』平

成１１イド度～平成１３年度科学研究曲補助金基盤研究(c)(２)研究成果服告書

l11/k11'[人・小田寛貴２００２「縄文|器のAMS!℃年代」『名古屋人'¥加速器質量分析計業績報告書(xm)」

pp.158-161名古屋大学年代測定総合研究センター
Reimer,PaulaJ.,eta１.２００４１ntCalO4TerrestrialRadiocarbonAgeCalibration,0-２６calkyrBP
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R(zdiocαγ6０"４６(3),pp.1029-1058.

MSakamoto.,etal.２００４AnautomatedAAApreparationsystemforAMSradiocarbondating.

"zJcﾉeαγかJsか呪加e加ｓα"ｄハ化娩ods伽〃zysicsRes"7cIIBpp.223-224:298-301.

Stuiver,M.,etal.19981NTCAL98Radiocarbonagecalibration,24,000-0calBP.R"jocαγ60"４0(3),

pp.10４1-10８３

(2006年７月１４日受付,２００６年７月２８日受理）
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StudyonJomonchronologyofLatestage
bycomparisonofmultipleAMSradiocarbon
dateswithpottery-typeseries:acasestudyof
Kantoregion,Japan

KeniChiKOBAYASHI
NationalMuseumofJapaneseHistory,Sakura,Chiba,285-8502Japan

Thepurposeofthisstudyistoclar i fyradiocarbonagesandcal ibratedagesoftheLateJomon

stagesinKantouregion.

MorethanlO８carbonaceoussamplesassociatedwithpotter iesandsett lements intheLate

JomonperiodsweredatcdusingAMSradiocarbonmeasurement.

Thesesamples,whichwereincol lectedfromtheLateJomonperiodofKantoregions, inJapan,

wereusedtoconstructapotterychronologyincalendar-yearscaleusingtheinternationalradio-

carboncalibrationdatabase,IntCalO４.

Thesamplesconsistmainlyofcharredcarbonaceousmaterials(estimatedtobecharredfoodre-

ma ins ) rema inedonthesur faceofdeepbow l s ,whoseceram icgroupwerewe l l knownbyar -

chaeologicalstudy,suchastheKasor i -Btype,andcharcoalfragments,excavatedfromthepit-

dwe l l ings .Asma l lnumberofseedsand lacquerwerea lsoco l lected .Wese lectedthesamples

whoserelationtopotterytypecouldbeclearlyidentified.Charredmaterialsfrompotteryarepar-

t icu lar ly important ,becausetheyrepresent thedatec lose lyre la tedtotheproduct ionofthe

bowIs.

Weexaminedtheresultsbycompar ingthemeasureddates inthechronologica lorderofpot-

terytypeatJomonperiod.About１O%ofsampleswereregardedasout l iersandthosewerepos-

s i b l y e i t he rm i s i den t i fi edo r t r ans f e r r ed f romove r l y i ng l a ye r s . Theca l i b r a t edageswe re

concordantwi ththechrono log ica lorderest imatedfrompottery- type .By locat ingagroupof

mult ip ledatesinthelntCalO4cal ibrat ioncurve,wecanest imatethecal ibratedagesofsamples

muchmoreclear ly . I t isshowthattheLateJomonperiodstartedaround２５７0calBCandended

aroundl２７0calBC.

Theresultofcal ibratedradiocarbonagesshowsabouttheShoumyouzi-typepotteryperiodin

Kantouregionisroughlyfrom２4７0-２３00calBC.AgeofHorinouchitypepotteryisroughlyfrom

２２９0-1870calBC.TimespanoftheKasori-Btype,asseriesfromtheKasori-BltypetotheKasori-

B３typepottery,ontheLateJomonperiod,hasest imatedabout350years.
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